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朝日新聞石川版 戦後６９年 軍需工場はいま

平成26年8月15日 3 『軍需工場はいま・ 製造、爆撃逃れ地方へ』

平成26年8月15日 4 『軍需工場はいま・ 黒塗りの下事跡の念』

平成26年8月25日 10 「武力解決国を滅ぼす」 山村勝郎・金沢大名誉教授（８９）語る

～＊記憶ますます重要に＊～

なぜ空襲を免れた金沢で不発弾が見つかるのだろう。そんな疑問から始めた取材で、石川

でも多くの民間人が、産業分野で戦争に関わっていることを知った。訪れた小松の玩具店

は戦時中、航空機の部品工場になっていた。店を経営する男性の父親は戦後、多くを語り

たがらなかったという。工場の前で撮った集合写真も、軍需工場だったことを裏付ける看

板の部分が黒塗りになっていた。直接的ではないかもしれないが戦争に関わった人たちの、

心情の一端だと感じた。来年、戦後７０年を迎える。当時を知る人たちの記憶がますます

重要視されている。「いまだからこそ、重い口を開くときだと思う」。自宅が軍需工場だっ

たことを突き止めた男性の言葉が印象に残る。戦災がなかったといわれる石川でも、証言

や過去の記録から学ぶ意義は、間違いなくある。

（小川崇）


